
毎
年
１
月
26
日
は
、
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
で
す
。

文
化
財
防
火
デ
ー
の
制
定
は
、
昭
和
24
年
１
月
26
日

に
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆

寺
の
金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
に
基
づ

い
て
い
ま
す
。 

１
月
26
日
（
日
）
、
本
山
慈
恩
寺
で
も
文
化
財
防
火

デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
堂
の
茅
葺
屋
根
が
新
し
く
な
っ
て
初
め
て
の
防
災
訓

練
は
、
本
堂
東
側
床
下
よ
り
出
火
し
、
本
堂
が
延
焼
す

る
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
財
等
の
重
要

物
品
搬
出
訓
練
や
本
山
慈 

恩
寺
自
衛
消
防
団
・
消
防 

署
・
市
消
防
団
第
７
分
団 

に
よ
る
放
水
訓
練
な
ど
、 

本
格
的
な
訓
練
と
な
り
ま 

し
た
。
他
方
、
本
山
慈
恩 

寺
で
は
消
火
設
備
の
老
朽 

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま 

す
。
今
後
、
境
内
周
辺
の 

防
災
体
制
を
含
め
、
文
化 

庁
の
防
火
対
策
ガ
イ
ド
ラ 

イ
ン
に
沿
っ
た
形
で
更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
、
関
係
機
関
や
文
化
財
所
有
者
だ
け
で
な
く
、
文

化
財
周
辺
の
地
域
住
民
と
の
連
携
・
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
文
化
財
防
火
デ
ー
に
お
け
る
防
災
訓
練
は
、
そ
の

よ
う
な
地
域
の
連
携
体
制
の
構
築
・
強
化
の
た
め
、
ま

た
地
域
住
民
に
対
す
る
防
火
・
防
災
意
識
を
高
め
る
と

い
う
意
味
で
も
重
要
な
役
割
を
持
ち
ま
す
。 

    

現
在
、
仁
王
坂
（
市
道
仁
王

堂
楽
屋
坂
線
）
の
側
溝
整
備

工
事
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

全
面
通
行
止
め
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
が
、
安
全
の
た

め
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

慈
恩
寺
テ
ラ
ス
か
ら
本
堂

へ
徒
歩
で
向
か
わ
れ
る
際

は
、
西
側
の
「
鳥
居
坂
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

「
慈
恩
寺
十
景
詩
」
の
中
に
は
、
東
方
に

上
の
寺
と
称
し
た
薬
師
寺
・
聞
持
院
、
西

方
に
禅
定
院
残
雪
が
登
場
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
漢
詩
は
こ
れ
ら
の
寺
院
が
営
ま

れ
た
室
町
時
代
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
。
詩
に
は
当
時
の
慈
恩
寺
の

情
景
、
そ
の
時
々
の
人
の
感
性
や
風
景
感

な
ど
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
慈
恩
寺
十
景
詩
」
に
つ
い
て
は
、
慈

恩
寺
テ
ラ
ス
の
展
示
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
慈

恩
寺
十
景
詩
」
を
巡
る
散
策
イ
ベ
ン
ト
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
裏
面
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

「鳥居坂」をご利用ください。 
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「仁王坂」工事のお知らせ  「
慈
恩
寺
十
景
詩
」 

と
は
？ 

慈
恩
寺
に
は
、
中
国
の
十
景
詩
に
な

ぞ
ら
え
て
詠
ま
れ
た
「
慈
恩
寺
十
景
詩
」

が
あ
り
ま
す
。
優
れ
た
慈
恩
寺
の
景
観

を
十
ヵ
所
あ
げ
て
、
こ
れ
を
七
言
絶
句

の
漢
詩
と
し
た
も
の
で
す
。 

慈
恩
寺
は
教
学
を
主
と
す
る
も
の

の
、
仏
典
ば
か
り
で
な
く
、
教
養
を
生

か
し
て
漢
学
や
漢
詩
に
も
取
り
組
ん
だ

僧
侶
が
お
り
、「
慈
恩
寺
十
景
詩
」
も
そ

う
し
た
僧
侶
に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

本堂 

 

 

展望休憩所 

慈恩寺テラス 

○×  



 
 本山慈恩寺の御本尊「弥勒五尊」御開帳に合わせて、慈恩寺旧境内と慈恩寺十景詩を巡る散策イベント 

を春と秋に開催します。「慈恩寺十景詩」は、室町時代頃に作られ、慈恩寺の情景を詠んだとされていま 

す。各日違うコースを歩き、その時期ならではの景色を楽しみながら慈恩寺を満喫してみませんか。 

 

70 年ぶりの本堂屋根修復完成記念事業  

【春の散策】 ５月17日(土)、６月１日(日)   

【秋の散策】 ９月27日(土)、11月９日(日) 

〇時  間 受付：午前８時 45分    ※雨天決行 

午前 9時～午後１時頃予定(昼食時間含む) 

〇募集定員 各日２0名(先着順) 

〇参加費用 ３，０００円(拝観料・昼食代込) 

〇集合場所 慈恩寺第２駐車場(慈恩寺テラス隣) 

〇申込期限 各開催日の１週間前まで 

〇申込方法 悠久の里慈恩寺運営委員会 事務局 矢作 ☎080-8218-0457へ 

(可能な限り、平日午前11時～午後１時にご連絡ください。非通知着信不可) 

今後、慈恩寺テラス、各地区公民館、フローラ・SAGAEに詳細チラシを設置しますのでご確認ください。 

※慈恩寺十景詩を詠んだ場所の全てを巡る散策ではありません。 

※諸事情により、イベント中止となる場合がありますのでご了承ください。

。 

 
〇期 間 春季：５月 17日（土）～７月 21日（月・祝日） 

     秋季：９月 13日（土）～11月 24日（月・振替休日） 

〇受付時間 午前９時～午後４時 

〇拝観料 １，２００円 

〇問合せ 本山慈恩寺 ☎0237-87-3993 

一切経会 

一切経（すべての経典）を供養する慈恩寺最大の法会。 

 

 寒河江市ホームページ上に「慈恩寺 Times」バックナンバーを掲載中！ 

慈恩寺テラス 

 

 慈恩寺 Times 
 
検 索 

 

「弥勒五尊」御開帳 本山慈恩寺 御本尊 

舞楽奉奏 

法要に続き、舞楽 8番が、林家と慈恩寺一山衆に

より披露されます。 

（国指定重要無形民俗文化財 

「林家舞楽」） 

日時／5月 5日（月・祝日） 

一切経会：午後１時３０分～ 

舞  楽：午後２時～ 

場所／本山慈恩寺境内 

慈恩寺テラスの大人気イベント「チェリンからの

挑戦状」が、御開帳の期間は「弥勒五尊からの挑戦

状」として開催されます。一体どんな挑戦状が届く

のか…。皆さんの参加をお待ちしております！ 

〇休館日 毎月第２火曜日 

〇問合せ 慈恩寺テラス ☎0237-84-6811 

春：４月２６日（土）～７月２１日（月・祝日） 

秋：９月１３日（土）～１１月２４日（月・振替休日） 

☆夏と冬には、チェリンからの挑戦状もあるよ！ 

舞楽奉奏 


